
有休資産の活用 廃校の活用 旧須賀川小学校

２階建ての木造校舎。

フィルムコミッションでも使用されるノスタル
ジーさが残る建物で体験したいとの需要が多い。

右２枚はＪＴＢとの共同企画のツアー。
ただし、宿泊ができないので、日帰りプラン。
限界集落ともいえるこの地域で宿泊型の要望が
あること自体が本来の目的を達成できていない
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廃校の活用と課題
全国での廃校活用の増加で活用が叫ばれる中、

廃校の活用には多様な方法がある

○活用事例
公民館・資料館等 754
社会体育施設 802
福祉施設・医療施設等 337
体験交流施設等 300
庁舎等 291
企業・創業支援施設等 181
住宅 32
大学施設 25

建物の回収せずにそのまま活用

（参照 文部科学省 平成24年）

民間でも施設改修に対して補助金活用
のハードルが低い

宿泊等を含んだ体験施設にしたいが、
改修費は膨大となり、ハードルが高い。
活用をしたい自治体や民間団体が多い
ため、ハードルが低ければ、この数は
大幅に上回る

体験交流施設自然体験施設 179
研修施設 90
宿泊施設（体験交流施設を除く宿泊施設） 31

（参照 文部科学省 平成24年）

○利用計画されない廃校数 一方で地方では利用されない廃校は増大する一方
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廃校の利活用検討－旧須賀川小学校の事例
フィルムコミッションでも使用される
ノスタルジーさが残る建物を宿泊施設
に変えたい

近隣の写真 [参照 google map]

近隣では、水田風景や製茶工場が見られる田舎
の癒しを与えられる場所。体験も茶摘み体験や、
農業体験、郷土料理作りなどができる。

旧須賀川小学校

近隣の駅まで車１時間

近隣のＩＣまで車１時間

須賀川地区は

・風景が綺麗で、自然体験ができる

一方で、

・少子高齢化が進んでいる限界集落地
帯である

宿泊体験施設ができれば、地域交流
から定住につなげる可能性がある

八溝山系の山間地域
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廃校の利活用検討－旧須賀川小学校の事例
仮に宿泊施設とした場合に

既存不適格建築物に係る用途変更として、現行の建築
基準法が適用され、大きな改修が必要となる

（関連法規；建築基準法87条第3項、建築基準法施行令137条18）

そのまま

既存不適格
建築物 現行の建築基準法

が適用

類似用途

別分類用途

現行の建築基準法が適用され、大きな改修が必要となる

○耐火建築（法27、令115-３）
耐火建築物または準耐火建築物
としなければならない

条件：２階の部分の床面積が
300m2以上に適用

用途が寄宿舎とした場合の一例

○内装制限(法35-2、令128-3-2、129）
建築物の天井と壁の内装材料を
防火上制限するもの

条件：準耐火建築物だと２階
床面積300m2以上

壁、及び天井の室内の面
：準不燃材料

○防火区画（令112）
火災時に火炎が急激に燃え広
がることを防ぐためのもの、
準耐火建築物及び耐火建築物
に求められるもの

条件：耐火・準耐火建築物の場
合に求められる

改修した時点で、大規模な改修費用だけでなく、雰囲気が大きく損なわれてしまう恐
れがある
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